
設計・施工	 ▶	丸昇彦坂建設
構造・工法	 ▶	ツーバイフォー工法（枠組壁工法）
竣　　工	 ▶	2018 年 6月
敷地面積	 ▶	222.00㎡［67.15 坪］
延床面積	 ▶		135.59㎡［41.02 坪］	

（１階	78.46㎡、２階	57.13㎡）
施工面積	 ▶		148.16㎡［44.82 坪］
施工期間	 ▶	6 か月
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自分たちの思い描くイメージが
漠然としていても大丈夫。『ヒコ
ケン』さんなら上手にヒアリング
して想いを汲み取ってくれるの
で、理想通りの家が完成します！

読者へひと言

新築したきっかけは？
賃貸マンションに長く住んでいましたが、双子の息子たちも中学
生になったので、高校受験前に自分たちの個室がある一戸建て
の家を建てて、落ち着きたいという思いがありました。

この会社に決めた理由は？
制約の多い規格住宅ではなく、完全自由設計で自分たちの暮ら
しやすい家をつくってくれるからです。営業の鈴木さんが熱心に
話を聞いて提案してくれたことが決め手になりました。
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営業
鈴木	志乃ぶさん

デザイン、素材、間取り、収納の全て
にこだわりました。広いリビングを備
えながら、家族それぞれの居場所も
確保した大人の住まいです。

❸家族との会話をしやすいオープンスタイルのキッチン。収納
も充実。キッチン背面にランダムに並ぶブロック窓が無機質
になりがちなトーンをかわいく演出　❹リビングと隣接した
畳コーナー。壁一面に大容量の本棚を造作し、ファミリーライ
ブラリーとして活用　❺2階は4人家族ぞれぞれの個室を用
意。奥さまの部屋はレッドが差し色に

白とシルバーを基調としたモダン&シャープな外観
デザイン。長く伸ばした庇が夏の直射日光を遮り、冬
は室内の奥まで光を届ける

オブジェのように美しい階段。木とスチールを組み合わせ、暖かみのある空間
に。スケルトンにしたことで目線が抜け、開放感が生まれた。フロアタイルを壁
一面に貼ってニュアンスを出した

22畳のLDK。大開口を開けるとパ
ティオとつながり、より広々とした空
間に。ホワイトベースな空間にダー
クネイビーのドアがアクセントに

3

45

26

1

09
Case

丸昇彦坂建設新 築

共働き夫婦が快適に暮らす
デザインと収納を両立した家

新 築

［豊川市 K邸］

Case

丸昇彦坂建設 09
Best

Partner
地元豊橋で 50年の信頼と実績。自由設計と自社工場生産による地
震に強いツーバイフォー工法で、お客様の夢をカタチにする。

073 072


